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HA17555 シリーズ
プレシジョンタイマ

RJJ03D0648-0200
(Previous: ADJ-204-065A)

Rev.2.00
2005.06.15

概要

HA17555 は正確なタイミングパルス遅延時間発生用として設計された IC です。単安定マルチバイブレー
タ，無安定マルチバイブレータなどの広範囲な応用ができるようにトリガ端子，リセット端子の両方を備え
ており，また外付け部品点数は少なくてすみます。なおシグネティクス社の NE555 と互換性があります。

特長

••••  単安定マルチバイブレータは抵抗，コンデンサ各 1 個で構成可能

••••  無安定マルチバイブレータは抵抗 2 個，コンデンサ 1 個で構成可能

••••  遅延時間設定は数µs～数時間まで広い範囲で設定可能

••••  パルスデューティが精度良くコントロール可能

••••  シンク電流，ソース電流の最大値は 200mA
••••  出力は TTL と直結可能

••••  遅延時間の温度変動率は 50ppm/°C (標準)
••••  出力は通常 ON, OFF 状態

製品ラインアップ

区分 型名 パッケージコード (旧パッケージコード)
HA17555PS PRDP0008AF-A (DP-8B)通信工業用

HA17555FP PRSP0008DE-B (FP-8DGV)
HA17555 PRDP0008AF-A (DP-8B)一般用

HA17555F PRSP0008DE-B (FP-8DGV)

用途

••••  遅延時間発生器 (単安定マルチバイブレータ)
••••  パルス発生器 (無安定マルチバイブレータ)
••••  パルス幅変調器

••••  パルス位置変調器

••••  ミスパルス検出器
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ピン配置
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端子説明

端子 No. 端子説明

1 GND 端子

2 トリガ端子

3 出力端子

4 リセット端子

5 コントロール電圧端子

6 スレッショルド端子

7 ディスチャージ端子

8 VCC端子
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回路構成
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絶対最大定格

(Ta = 25°C)
定格値

項目 記号 HA17555PS/FP HA17555/F 単位

電源電圧 VCC 18 18 V
放電電流 IT 200 200 mA
出力ソース電流 Isource 200 200 mA
出力シンク電流 Isink 200 200 mA
許容損失 PT *1 600/385 600/385 mW
動作温度 Topr –20～+75 –20～+70 °C
保存温度* Tstg –55～+125 –55～+125 °C
【注】 1. HA17555/PS は，Ta = 50°C までの許容値であり，それ以上は 8.3mW/°C でディレーティングしてください。

HA17555F/FP は，Ta = 25°C までの許容値であり，それ以上は 3.85mW/°C でディレーティングしてくださ

い。実装時のディレーティングについては，「信頼性について」の「SOP の使用上の注意」を参照してくだ

さい。
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電気的特性

(VCC = 5～15V, Ta = 25°C)
項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件

電源電圧 VCC 4.5 — 16 V
— 3.0 6.0 VCC = 5V, RL = ∞電源電流 *1 ICC

— 10 15
mA

VCC = 15V, RL = ∞
固有誤差 — 1.0 — %
温度依存性 — 50 — ppm/°C Ta = –20～+75°C

タイミング

エラー*2

電圧依存性

ET

— 0.01 — %/V VCC = 5～15V
スレッショルド電圧 Vth — 2/3 — ×VCC

— 5.0 — VCC = 15Vトリガ電圧 VT

— 1.67 —
V

VCC = 5V
トリガ電流 IT — 0.5 — µA
リセット電圧 VR 0.2 0.5 1.0 V
リセット電流 IR — 0.1 — mA
スレッショルド電流 Ith*3 — 0.1 0.25 µA

9 10 11 VCC = 15Vコントロール電圧 VCL

2.6 3.33 4.0
V

VCC = 5V
— 0.1 0.25 Isink = 10mA
— 0.4 0.75 Isink = 50mA
— 2.0 2.5 Isink = 100mA
— 2.5 —

VCC = 15V

Isink = 200mA

VOL

— 0.25 0.35

V

VCC = 5V, Isink = 5mA
— 12.5 — Isource = 200mA

12.75 13.3 —
VCC = 15V

Isource = 100mA

出力電圧

VOH

2.75 3.3 —

V

VCC = 5V, Isource = 100mA
出力立ち上がり時間 tr — 100 — ns
出力立ち下がり時間 tf — 100 — ns

無負荷時

パルス幅差 tw ±10.0 — — µs (出力パルス幅—トリガパルス幅) *4

【注】 1. 出力がローの状態 (出力がハイの状態では，標準で 1mA 少ない)
2. RA, RB = 1k～100kΩ, C = 0.1µF, VCC = 5V および 15V
3. Ith の値により VCC = 15V 時の RA + RBの最大値が決定され 20MΩ max.です。

4. 単安定回路時は出力パルス幅，無安定回路時は出力ハイレベルパルス幅
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主特性
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動作回路例

単安定動作
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図 1　単安定回路

図 1 は HA17555 を使用した単安定回路です。外付け容量 C は初め IC 内のディスチャージトランジスタに
よって放電されているものとします。トリガ端子にネガティブゴーイング入力トリガパルスが加えられると，
フリップフロップはセットされて，出力は"High"に駆動されます。容量 C は抵抗 RAを通して時定数τ = RA C
で充電されます。容量 C の両端の電圧がコンパレータ A のスレッシュホールド電圧に達すると，フリップフ
ロップはリセットされて，容量 C は放電します。このため出力は再び"Low"に戻ります。単安定はネガティ
ブゴーイング入力パルスがトリガレベルに達すると起り，一度単安定動作に入るとこの期間中に再トリガ信
号が加えられても再トリガはされません。出力パルス幅は図 1 および図 2 から，tw = 1.1 RA C となります。単
安定動作中にリセットとトリガ端子にネガティブゴーイングのパルスが同時に印加されると，C は放電して
リセットパルスのポジティブエッジで単安定動作が再び始まります。出力はリセット端子が"Low"である限
り"Low"に保持されます。またリセット端子は使用しない場合，誤動作を防ぐために VCCに接続しておく方
が安全です。図 2 は RAと C の値を変えたときの出力パルス幅の特性を，図 3 は動作波形を示します。また
単安定回路に従属に接続することによって，シーケンシャルタイマを作ることもできます。
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図 2　単安定動作の出力パルス幅 対 外部定数の特性
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(a)  VCC = 5V

RA = 8kΩ
C = 0.01µF
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図 3　単安定動作波形



HA17555 シリーズ

Rev.2.00  2005.06.15  page 10 of 12

無安定動作

図 1 の回路に第 2 の抵抗 RBを付加し，トリガ端子にスレッシュホールド端子を接続すると，HA17555 は
無安定回路として動作します。この回路構成を図 4 に示します。この回路で容量 C は RAと RBを通して充電
され，RBを介して放電します。したがってデューティサイクルは RAと RBでコントロールできます。図 4 で
は容量 C はスレッショルド電圧レベル (約 0.67 VCC) とトリガ電圧レベル (約 0.33 VCC) の間を充，放電しま
す。
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図 4　無安定回路

図 5 に無安定動作の代表的な例を示します。この図で出力が"High"レベルの時間 tHと"Low"レベルの時間 tL

は，

tH = 0.693 (RA + RB) C
tL = 0.693 RB・C

発振周波数は，

f = 1.44 / (RA + 2RB) C
デューティサイクル D は，

D = RB / (RA + 2RB)
と計算できます。
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C = 0.1µF
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図 5　無安定動作波形
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ご使用上の注意点

1. HA17555 タイプのタイマ用 IC は回路構成上の特長より，使用時に電源，GND ラインにスイッチングノイ

ズが乗ることがあります。このような場合，電源内部および電源－GND 間配線のインピーダンスによっ

ては，出力波形異常を生ずることがありますので，実装時は各配線インピーダンスを極力下記の値以下に

抑えるようご配慮ください。

1
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RB

0.1µ
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C

R1

VCC

R1 : 

R21, R22 : 

R31, R32 : 

R1 ≤ 50mΩ
R21 + R22 ≤ 100mΩ
R31 + R32 ≤ 20mΩ

R21
R31

R32

R22

2. セットパルス幅とトリガパルス幅が近い場合，一度にセットパルスが続けて出力されるダブルパルスが発

生する恐れがあります。

これは，セットパルス幅とトリガパルス幅の差がおよそ±10µS 前後以下の場合， おこりやすく，対策と

しては以下が有効です。

a. セットパルス幅を極力長く，トリガパルス幅を極力短く設定し，これらのパルス幅の時間差を長くす

る。

b. 5 ピンのコンデンサを小さくするか，削除してみる。
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外形寸法図
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